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学 園祭
　2025年11月１日から４日間にわたり、第48回統一学園祭「祭前線」
が開催され、約14.５万人が来場しました。葦の葉俱楽部は、昨年に
引き続き「クロッフル」というクロワッサンとワッフルを組み合わ
せた韓国発祥の人気スイーツを販売しました。学園祭当日は、天候
にも恵まれ、好立地に出店できたこともあり、昨年に引き続き、開
店から行列ができるほどの大盛況で、販売開始わずか数時間で売り
きれるほどの人気でした。
　学生スタッフは役割を分担し、材料や調理器具の調達をはじめ、
クロッフルの試作や看板づくりにも力を入れ、葦の葉倶楽部を広く
知ってもらえるよう協力しながら準備を進めました。
　学園祭を通じてスタッフ同士の連携がより深まり、当日は、和気
あいあいと楽しく活動しました。目標販売数の400食を１日で売り
上げ、２日間で約560食を売上げました。学生たちは、イベントの
成功に向けた企画・運営することのやりがいや楽しさを大いに感じ
ているようでした。

　12月の交流会では、上級生による進路報告や卒業生会員による近
況報告を行いました。進路の方向性を決めたきっかけや、実際に取
り組んだ就職活動対策について詳しく話を聞くことができ、在学生
にとって今後の活動の参考となる有益な情報を得る機会となりまし
た。
　また、卒業生会員からは、社会人として働く上で意識すべきことや、
積極的に行動することが自身の成長や社会への貢献につながるとい
うお話があり、参加者は熱心に耳を傾けていました。
　学部や学年、年齢を問わず、歓談やゲームを通して交流を深める
ことで、お互いを知る貴重な機会となりました。本交流会は、出席
者にとって新鮮な経験であると同時に、在学生や卒業生、賛助会員
の継続的な関係構築につながる機会となっています。

交流 会　12 月
　６月の交流会には、過去最多となる86名が出席し、大変賑やかな
会となりました。新入生の参加も多く、上級生や卒業生会員から大
学生活に関するアドバイスを受ける初々しい姿が各所で見られまし
た。
　アイスブレイクでは「Ito」というゲームを実施し、参加者それぞ
れのユニークな考え方や価値観の違いに、会場は驚きと笑い声に包
まれました。また、絵や文字を制限時間内で記憶する「記憶ゲーム」
では、開始の合図とともに会場が静まり返り、参加者が協力しなが
ら集中する様子が印象的でした。答え合わせの場面では白熱したや
り取りが見られ、大いに盛り上がりました。
　そのほか、卒業予定者と卒業生会員による近況報告会も行われ、
それぞれの進路や異なる業界での経験についてのお話を聞くことが
できました。新学期を迎えた在学生にとって、今後の学生生活を考
える上で刺激となり、モチベーション向上につながる有意義な交流
会となりました。

交流 会　６月

　４月には、葦の葉倶楽部に新たに加わった１年生を迎える「新
入生歓迎行事」を開催しました。はじめに行ったのは、班ごと
に協力して取り組む「イラスト合わせゲーム」です。初対面の
学生同士でも自然と笑顔がこぼれ、会場には和やかな雰囲気が
広がりました。
　続いて、関西大学の歴史や制度をテーマにした「関大○×ゲー
ム」を実施しました。楽しみながら母校について学べる内容と
なっており、正解が発表されるたびに歓声が上がるなど、終始
活気のある時間となりました。
　最後には、先輩学生への質問コーナーを設け、大学生活の過
ごし方、授業や試験について、就職活動の経験についてなど、
幅広い質問が寄せられ、先輩たちは自身の体験を交えながら丁
寧に答えていました。アットホームな雰囲気の中で先輩の話を
聞けたことで、新入生は不安を和らげ、これからの大学生活へ
の期待を大きくふくらませた様子でした。
　今年度新たに企画した本行事を通じて学生同士の交流が生ま
れ、葦の葉倶楽部でのつながりの第一歩となる、有意義な時間
となりました。

新 入 生 の会

クイズで関大の新しい発見ができて楽しめました！
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他キャンパスの人とも仲良くなれました！

Voice

初参加でもゲーム企画で盛り上がり、
　　　　　　　　　友達もできました！
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先輩の話が進路の参考になりました！
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